
★月の本格的な利用月南極探査（2020年代初頭）

火星衛星サンプルリターン※
(2020年代前半）

国際宇宙探査における我が国の探査シナリオ

小型月着陸実証機
（SLIM（仮称））
（2019年度）
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• 月の利用可能性調査（水氷等）
• 月の科学探査
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• 長期にわたる月の科学探査
• 火星探査を目指した宇宙技術実証
• 多種多様な主体による月面活動
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• 火星の利用可能性調査
• 火星の科学探査

★火星の本格的な利用

• 長期にわたる火星の
科学探査

• 多種多様な主体によ
る火星表面活動
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HTV-X（仮称）

民間企業を含めた多様な主体による低軌道利用
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※JAXA/ISAS
にて検討中

地上の
最先端技術

★国際動向
等を踏まえて
実施を検討
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研究開発プラットフォームとしての幅広い利用
（～2020年） （2021～2024年）

こうのとり
（HTV）

©JAXA ©NASA

★無人火星探査

宇宙旅行
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